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会報 
ＮＯ.175 
 ２0２３年 
  ５月 10日 
瀬戸市追分町64-１ 
瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

梅野 
090-3837-7050 
寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

２
０
２
３
年
度 

 
 

 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

瀬
戸
市 

 

加
藤
敏
晴
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

熊
谷
達
也
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

長
嵜
正
夫
さ
ん 

１
０
０
０
０
円 

 

片
山
保
代
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 
 

 

春
日
井
市 

 
 

大
里 

豊
さ
ん 

２
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

野
田
茂
生
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

杉
山
協
子
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
３
年
５
月
９
日
現
在 

 
 

 
 
 
 

１
４
３
名 

（
＋
１
－
０
） 

申し込みは 右の emailか  

電話 0572-23-5899または 090-6575-4370         

                 寺脇まで 

 

お詫び 
前号 174号の「春の戦跡案内」で 

肝心の「日時や参加費」を掲載してい
ませんでした。関係の方々にはご迷惑、

ご心配をおかけしました。申し訳ありま

せんでした。 

     編集者 事務局 寺脇正治 
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な
が
ら
く
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
中
断
し
て
い
た
会

の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
春
の
戦
跡
見
学
会
」
は

4
年

ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
開
催
が

3
月

26
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
１
９
４
５
（
昭
和
２
０
年
）

年

3
月

25
日
未
明
の
三
菱
大
幸
工
場
を
中
心
と

し
た
空
襲
の
お
り
に
墜
落
し
た

4
機
の

B29
の
足

取
り
を
追
う
と
い
う
新
し
い
観
点
で
見
学
会
を
催

し
ま
し
た
。
今
回
、
案
内
し
た
の
は
会
の
事
務
局
員

で
も
あ
り
「
戦
争
軌
跡
研
究
会
」
の
圓
角
成
生
さ
ん

こ
と
野
田
茂
生
さ
ん
で
す
。
当
時
の
こ
と
を
表
す
遺

構
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、
当
時
の
こ
と
を
知
っ

て
み
え
る
方
に
証
言
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
見
晴
台

資
料
館
で
は
瑞
穂
公
園
付
近
に
落
下
し
たB29

の
機

体
の
一
部
を
見
学
し
た
り
、
そ
の
空
襲
で
犠
牲
者
を

出
し
た
守
山
区
の
「
爆
弾
坂
」
を
見
学
し
た
り
し
た

中
で
、
戦
争
が
ど
ち
ら
の
側
に
も
大
き
な
痛
手
と
な

っ
た
事
実
を
知
り
改
め
て
戦
争
の
非
情
さ
を
知
っ

た
一
日
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

（
寺
脇
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
墜落した 4機の B29       POW研究会の資料より ※ 

※POW（Prisoner of War＝戦争捕虜）研究会はこの埋もれた歴史を掘り起こしていこうと２００２

年３月に発足、国内外約 80人の会員が互いに協力しながら、捕虜・民間人抑留者や戦犯裁判の調査、

元捕虜や遺族との交流など様々な活動に取り組んでいる。 

 

①1945年 3月 25日午前 3時ごろ  春日井郡守山町（現守山区）14丁目 

B29（機体番号４４－６９７４８、第３１３航空団９爆撃群所属）が墜落飛行機は高射砲砲弾を受け

て空中爆発し、地上に落下して激しく炎上した。機長のMurei W.HARDGRAV中尉など 11人全員死

亡、7～８遺体を守山町 9丁目成願寺墓地に埋葬。 

 

② 3月 25日午前０時半頃  名古屋市昭和区御器所町 4丁目 

B29（機体番号４２－６３５２６、第７３航空団４９７爆撃群所属）が墜落飛行機は高射砲砲弾を受

けて村雲小学校の北側の民家の上に墜落。機長の Paul W.SHAFFERATH 中尉など搭乗員 11 人全員

死亡、民家の家族のうち 4 人も死亡した。日本軍は伊勢神宮が投弾を受けたこともあり、この戦果に

喜び、中部軍参謀長の国武中将らが大阪から視察に訪れ、軍の戦果誇示のため、飛行機の残骸と米兵

の遺体を公衆の面前にさらし、国防献金を呼びかけた。この間、多くの市民が遺体に暴行を加えた。

戦後、米軍が遺体を回収に来た時、市民は恐怖におののいたという。 

（現場近くの浄元寺住職（1928年生まれ）の話） 

 米兵の遺体は機体の残骸とともに 1 週間ほど市民の前に晒され、大勢の人が痛めつけた。その間に

国防献金を呼びかける４斗樽が置かれ、通行人がお金を寄付していった。その後、米兵の遺体は浄元

寺墓地の脇に穴を掘って投げ込まれたが、戦後、米軍対策として、花を飾り墓標を立てて慰霊を装っ

た。 

③ 3月 25日午前０時半頃 名古屋市瑞穂区弥富町ナカシンデン 3丁目 

B29（機体番号４２－６３２１０、ニックネーム「FAY」、第７３航空団４９８爆撃群所属）が墜落。

飛行機は高射砲砲弾を受けて空中爆発し、機体も遺体もバラバラになった。 

機長の Floid C.TOBEY jr.中尉など 11名全員死亡、１遺体のみ発見、他は不明 

 

④ 3月 25日午前２時 30分頃 愛知郡長久手村（現長久手町）字ノダナ 

B29（機体番号４２－６３４９３、ニックネーム「STAR DUSTER]、第７３航空団４９９爆撃群所属）

が墜落。機長の Charies E.TIMMONS少尉など 10人全員死亡、搭載していた爆弾が爆発したため、

1945年 3月 25日の空襲概要 

米軍発表 

作戦任務第 45 号 

1.日付 1945年 3月 24 日 

2.コード名エラディケイト No.5 

3.目標  名古屋一三菱重工業名古屋発動機製作所 

4.参加部隊 第 73・313・314 航空団 

5.出撃爆撃機数 249 機 

8.攻撃高度 5,800～9,000feet（1800ｍ～2700ｍ） 

 

日本側被害（「愛知県における空襲の概況」から） 

名古屋市内死者（1617名）罹災者 35911 

犠牲者の数は愛知県下で 3番目に多い 

 ８/7豊川 2845名  ,6/9  2068名 
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機体も遺体もバラバラになった。警防団によって拾い集められた 8人分と推定される遺体を長久手の

公共墓地に埋葬。 

 [（地元の男性（当時 10代）の話） 

 墜落現場は現在の名古屋の地下鉄藤が丘と長久手町の境界付近で当時は田んぼと林だった。抱えて

いた爆弾が爆発したとのことで、数キロ離れた私の家でもドカーンという大きな爆発音がして、家の

戸がはずれるほどだった。翌朝、工場への出勤途中に現場を見てみると、大きな穴があいていた。日

本軍機の体当たり攻撃によって撃墜されたと聞いた。 

 

 志
段
味
の
「
爆
弾
坂
」 

３
月
２
５
日
の
空
襲
で
こ
の
周
辺

で
は
１
２
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。 

③
の
墜
落
現
場
（
瑞
穂
区
弥
富
町
ナ
カ

シ
ン
デ
ン
３
丁
目
（
現
・
瑞
穂
運
動
場
））

こ
の
周
辺
に
落
ち
た
機
体
の
一
部
が

見
晴
台
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る 

①
の
墜
落
現
場
（
旧
守
山
町
（
現
守

山
区
鳥
羽
見
町
）
機
体
は
屋
根
を
か

す
め
て
墜
落
し
た
。
矢
印
は
墜
落
方
向 

④
の
墜
落
現
場
長
久
手
村
（
現
長
久

手
市
）
字
ノ
ダ
ナ
矢
印
は
墜
落
方
向 

 

見
晴
台
考
古
資
料
館
の
東
に
あ
る
高

射
砲
置
場
遺
構 

台
座
は
な
い 

見
晴
台
考
古
資
料
館
の
南
側
に
あ

る
高
射
砲
台
座 

③
の
墜
落
現
場
に
あ
っ
た
水
平
尾
翼 

墜
落
後
見
晴
台
附
近
に
展
示
し
て
い
た

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
発
覚
を
恐
れ
て
埋
め
て
い

た
も
の
。（
見
晴
台
考
古
資
料
館
） 

今回の見学会で私が一番、感激したのは、見

学会の案内をかって出てくれた野田さん（圓

角成生さん）のことです。野田さんは、瑞陵

高校生のとき、この 3月 25日未明の空襲で

被災（幹に焼夷弾の痕跡）し切り倒される運

命にあったカシの木を私立保育園に植え替

える運動を中心になって行なわれました。

（1999年 11月 7日中日新聞）肝心のカシ

木は、その後、枯れてしまったそうですが、

「歴史の証人を守ろう」とされた意気込みに

感激しました。        （寺脇） 
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感
応
寺
先
々
代
住
職 

梶
田
義
暢
師
（
故
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
文
か
ら 

 

「
戦
争
も
い
よ
い
よ
終
わ
り
に
近
づ
い
た
6
月
25
日
午

後
6
時
、
東
漉
第
28
部
隊
水
野
分
駐
隊
１
１
２
名
の
兵
隊

が
、
分
隊
長
雨
宮
文
彦
中
尉
引
率
の
も
と
に
入
つ
て
き

て
、
感
応
寺
は
軍
部
に
接
収
さ
れ
た
。 

 

門
前
に
は
野
砲
が
砲
ロ
を
並
ぺ
、
軍
馬
30
頭
余
が
旧
小

金
神
社
前
の
広
場
に
つ
な
が
れ
、
昼
夜
の
別
な
く
、
小
金

山
一
帯
は
ま
さ
に
実
戦
地
区
の
感
。
8
月
14
日
の
晩
は
大

慰
安
会
、
戦
時
下
珍
し
く
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
た
が
、

15
日
突
如
終
戦
の
大
詔
の
玉
音
放
送
。 

 

雨
宮
分
駐
隊
長
は
模
造
紙
一
面
に
「
平
静
唯
待
命
」
と

大
書
し
て
本
堂
正
面
に
掲
示
、
重
々
し
い
声
で
大
詔
の
主

旨
を
話
し
た
。 

 

翌
日
平
野
部
隊
長
の
第
1
期
検
閲
を
受
け
、
部
隊
長
を

門
前
に
送
り
出
し
て
突
然
姿
を
消
し
た
。
兵
隊
は
地
元
警

防
団
の
応
援
を
得
て
、
か
な
り
広
く
探
し
た
が
分
か
ら
な

か
っ
た
。 

17
日
の
朝
6
時
、
雑
木
林
で
軍
刀
で
頸
勤
脈
を
絶
ち
自
決

し
た
隊
長
が
登
見
さ
れ
た
。
軍
帽
の
下
に 

「
遥
か
に
東
方
を
拝
し
吾
今
自
決
す
」 

と
の
紙
片
。
少
し
離
れ
て
と
刀
の
血
を
拭
い
た
白
い
ハ
ン

カ
チ
。 

行
年
22
歳
。
翌
日
大
尉
に
昇
進
、
正
七
位
に
昇
叙
。 

陸
軍
幼
年
学
校
、
隆
軍
士
官
学
校
卒
の
青
年
将
校
で
遺
族

の
な
い
大
尉
の
た
め
に
、
自
刃
の
場
所
に
、
私
が
自
費
で

石
標
を
建
て
た
。」 

 

雨宮文彦  

大正 13年 2月 21日 

生まれ. 

 東海野砲兵第 3 聯隊

補充隊出身。昭和 20

年 6 月に中尉になり、

自刃して後大尉になっ

た。名古屋師管区砲兵

補充隊東海 28 部隊水

野分駐隊として感応寺

駐屯。 

 本土決戦訓練の模様。8月 11日友人の海軍司

令部付の友人平田外夫と敗戦の時に生と死どち

らをとるか激論。 

 平田は「生」をとると。8月 15日部隊に「平

静只待命」と大書。16日部隊長平野健一郎中佐

（6 期）の第 1 期検閲を受け、門前に送り出し

て姿を消した。頸動脈を斬った刀をぬぐって治

めて絶命した。遺族は弟でまだ学徒動員で半田

の海軍工廠で働いていた。遣書の意味は「天皇

が身を捨てて敗戦を決断、特攻に散った同期生

に申し訳ない」と言う気持ちと。堀山久生は記

している。 

 「散る桜一陸士第 5丁期戦没者記録」より 

                
 

水
北
町
感
応
寺
の
裏
山
に
あ
る
雨
宮
大
尉
自
刃
処
碑 

 
 
 
 

台
座
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
あ
る 

 
 
 
 
 
 

左
の
映
像
は
２
０
１
２
年
５
月
撮
影 

 

４
月
13
日
、
瀬
戸
市
水
北
町
の
感
応

寺
の
凡
そ
４
～
５
０
０
ｍ
北
方
の
裏
山

に
戦
後
す
ぐ
に
建
て
ら
れ
た
「
雨
宮
大

尉
自
刃
処
の
碑
」
を
確
認
し
に
行
き
ま

し
た
。
２
０
１
２
年
の
瀬
戸
市
戦
跡
見

学
会
の
と
き
は
感
応
寺
の
東
脇
に
あ
る

林
道
沿
い
に
１
５
分
程
度
で
登
れ
た
の

に
、
今
回
は
入
口
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
て

（
左
図
③
）
手
前
右
側
の
斜
面
を
よ
じ

登
っ
て
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
に
林
道
は
荒
れ
て
い
て
、

倒
木
が
多
く
、
笹
竹
が
繁
茂
し
て
大
変

歩
き
辛
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
林
道
が
荒
れ
て
い
く
と
、
戦
争
の

証
し
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
寺
脇
） 
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石
碑
の
周
り
は
以
前
と
変
わ
ら
ず

少
し
開
け
て
い
る
。 

林道は人が通らず、イノシシが掘り越

しているのと、笹竹が伸び放題。倒木

がいたるところで道をふさいでいて

大変歩きにくい。 

林
道
は
柵
で
封
鎖
さ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
倒

木
が
重
な
り
林
道
の
奥
が
見
え
な
い
（
右
） 

右
図
は
２
０
１
２

年
の
見
学
会
の
様
子
（
中
日
新
聞
）
。 

 

上
図
は
小
金
山
感
応
寺
。
天
平
六
年
（
７
３
４

年
）
に
行
基
が
小
金
神
社
を
鎮
守
と
し
て
創
建

し
た
由
緒
あ
る
古
刹
。
俳
句
寺
と
し
て
も
親
し

ま
れ
門
内
に
は
多
く
の
句
碑
が
あ
る
。
石
碑
は

こ
の
寺
の
先
々
代
住
職
が
建
立
し
た
も
の
。 
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昨
年
12
月
に
ピ
ー
ス
あ
い
ち
で
行
わ
れ
た
「
空

襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
東
海
交
流
会
」
で
春
日
井

や
豊
田
・
三
重
の
方
々
が
「
陸
軍
兵
器
補
給
廠
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

の
８
月
に
の
戦
跡
保
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
前
に
関
ヶ
原
の
火
薬
庫
跡
を
訪
ね
て
い
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関
ヶ
原
は
ご
存
知
の
通
り
、
天
下
の
分
け
目
の
合

戦
で
有
名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
鍾
乳
洞
や

伊
吹
山
な
ど
で
も
有
名
で
す
。 

 
火
薬
庫
を
中
心
に
し
た
関
ヶ
原
分
廠
が
展
開
す

る
と
こ
ろ
は
、
旧
玉
村
で
関
ヶ
原
鍾
乳
洞
を
控
え
、

南
北
に
山
が
迫
り
火
薬
庫
を
設
置
す
る
に
は
最
適

の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

附
近
に
は
多
様
な
遺
構
が
あ
り
、
遺
跡
見
学
に

は
面
白
い
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

（
寺
脇
） 

 
 

2017年 7月玉区発行 

「平和の願い 関ヶ原・玉の火薬庫」より引用 

①営門跡 ③本洞窟式火薬庫 5棟 

②半洞窟式火薬庫 15棟 

 

至 

JR
関
ヶ
原
駅
方
面 

 関ヶ原鍾乳洞 
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③本洞窟式火薬庫 ５棟 

 

①関ヶ原分廠 営門と立哨台 ②半洞窟式火薬庫  

 

関
ヶ
原
鍾
乳
洞
（
右
）
に
至
る
分
岐 

右
に
行
く
と
本
洞
窟
式
火
薬
庫
が
５
カ

所
点
す
る
。 

鍾乳洞に近い一カ所に説明板が設置されている。 

下図は「平和の願い 関ヶ原・玉の火薬庫」から 

火薬庫附近にある立哨台 

火薬庫内部のようす（左図の奥） 
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          戦争体験を語り継ぐ会  

                             いずれも 14時～16時  

 5月 27日（土）「引き揚げのとき、私は４才」 掘千代子さん   文化センター12会議室 

 6月 24日（土）DVD「主戦場」  慰安婦問題を考える会    文化センター22会議室   

 7月 22日（土）「瀬戸市顕霊誌（1995瀬戸市遺族会連合発行） 

         にみる戦没者 1175名の記録」保存する会 寺脇  文化センター22会議室        

 8月 12日（土）「沖縄の今」 山田秀子さん  新婦人の会    パルティせと大会議室  

   
                  

 
 5 月 6 日名古屋市東部医療センターで東

邦高校生徒会、金城学院高校生徒代表、全

国戦災障害者連絡会有志が主催する「名古

屋空襲祈りの日（仮称）」に提案する市民

集会に参加しました。東邦高校生徒会で中

心になって活動された OBの「活動が形骸

化しないように、みんなで集まってきちん

と考えていくことが大事」という言葉が印

象的でした。 

        2023年 5月 9日（T） 

            

         
 
 
 

 

 

                     8月 10日（木）～13日（日） 

                      市民ギャラリー矢田 
 

2023ピースステージ 

8/10(木）＜市民ギャラリー第 4展示室＞ 

11：30～12：30 平和遺族会 

13：00～14：00 トークセッション「九条のこころと「戦争と平和」」（日本ユーラシア協会愛知県連合会） 

14：30～15：30 「戦争に反対したお坊さん」 真宗大谷派圓光寺住職 大東仁さん 

16：00～17：00 「南京大虐殺」（ノーモア南京名古屋の会） 

8/11(金）＜東文化小劇場＞ 

10：30～11：30「蘇る空襲で燃える前の名古屋の姿と名古屋空襲」（名古屋空襲研究会） 

12：00～13：00「今だから語りたい”女性と戦争”」（愛知日本軍「慰安婦」問題解決をすす

める会、新婦人愛知県本部） 

13：30～14：30 映画「おきなわ再び戦場に（仮）」（あいち沖縄会議） 

15：00～17：00「中国の平和外交攻勢は台湾にまで及ぶのか～ウクライナ問題と台湾問題」 

             （日中友好協会愛知県連合会） 

8/12(土）＜東文化小劇場＞ 

10：30～11：50 「豊川海軍工廠供養塔と高校生たち（仮）」（中高生向け戦争展をめざす懇談会） 

12：20～14：20 講演「沖縄からみたウクライナ」講師：北上田源さん（琉球大学）実行委員会企画                   

14：50～16：50 講演「関東大震災 100年～朝鮮人虐殺の真相（仮）」（不戦へのネットワーク） 

18/13(日）＜東文化小劇場＞ 

11：00～12：30 「被爆体験」 （愛友会） 

13：30～15：30 講演 講師：半田滋さん（ジャーナリスト）元東京新聞 

                               （アジア太平洋戦争を忘れない実行委員会 

 

 

 

 

 8月 6日（日）13：30～   

    水野地域交流センター（旧 水野公民館） 

総会記念講演会  

     14：00～16：00 

「大切な人との縁を結んだ戦争遺跡たち」 
講師 戦争軌跡研究会  

        圓角成生さん 

 

 

 

 

 


